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 【令和２年度末までの目標値】 

 ①児童発達支援センターを整備：昭和 49年 4月に整備済 

 ②保育所等訪問支援を利用できる体制を構築：７箇所 

 ③主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービスの整 

  備：９箇所 

 ④医療的ケア児支援のための、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関等が 

  連携を図るための協議の場の設置：平成３０年度までに設置 

【目標設定の考え方等】 

① 国の基本指針のとおり設定 

② すでに基準とする目標値を上回って整備しているため、保育所等訪問支援及び重

症心身障害児対象事業所については、目標値を引き上げて設定（医療的ケア児支

援の協議の場の設置を除く。） 

 

【実績の推移】 

実績 H３０ R1 R2 

児童発達支援センターを整備 ５箇所 - - 
 

実績 H３０ R1 R2 

保育所等訪問支援を利用できる体制を

構築 
６箇所 - - 

 

実績 H３０ R1 R2 

主に重症心身障害児を支援する児童発

達支援事業所及び放課後等デイサービ

スの整備 

５箇所 - - 

 

実績 H３０ R1 R2 

 医療的ケア児支援のための、保健、

医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関等が連携を図るための協議の

場の設置 

設置 - - 

 
 
 

基本指針の目標 障害児支援の提供体制の整備等 
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○主な活動指標の一覧 

 H３０ R1 R2 

児童発達支援事業 
見込 ７２１人/月 ７４０人/月 ７５８人/月 

実績 ８３６人/月 - - 

医療型児童発達支援 
見込 ６７人/月 ６５人/月 ６３人/月 

実績 ６３人/月 - - 

放課後等デイサービス 
見込 ２，３２１人/月 ２，３７５人/月 ２，４２８人/月 

実績 ３，５８９人/月 - - 

保育所等訪問支援 
見込 ３９回/月 ４４回/月 ４８回/月 

実績 ２６回/月 - - 

居宅訪問型児童発達支援 
見込 ２６回/月 ５３回/月 ７９回/月 

実績 １回/月 - - 

障害児相談支援 
見込 ３９４人/月 ４３９人/月 ４８５人/月 

実績 ３４７人/月 - - 

医療的ケア児に対する関

連分野の支援を調整する

コーディネーターの配置

人数 

見込 １人 １人 １人 

実績 ０人 - - 

医療的ケア児支援に関す

る協議の場の設置 

見込 有 有 有 

実績 有 - - 
 

H３０

年度 

評価（Ｃ） 改善（Ａ） 

【実績にかかる評価】 

・障害児サービスにおいて、児童発達支援・放課
後等デイサービスの実績値が見込量を大きく上
回っており、特に新規指定の事業所の質の向上
が必要。「あい・さかい・サポーター養成研修」
などの研修事業のほか、新たに「障害児通所支
援事業者育成事業」を実施した。 

・障害児相談支援の実績値が見込量を下回ってい
る。見込量達成のためには、通所サービスの実
績の伸びを上回る必要があるが、事業所数・相
談支援専門員数が必要数に足りていない。障害
児相談支援の指定があるものの障害児相談を実
施していない事業所の実態把握が必要。 

・保育所等訪問支援及び H30 年度創設の居宅訪問
型児童発達支援の実績値が見込量を下回ってい
る。「あいのーと」による情報提供に加え、新た
にサービスに特化したパンフレットを作成し、
サービスの種類や内容、その手続き等の周知を
行った。 

・医療的ケア児の協議の場として「医療的ケア児
等支援懇話会」を設置した。今後、コーディネ
ーターの養成及び配置の検討、医療的ケア児の
実態やニーズの把握が必要。 

【R元年度における取組等】 

・障害児支援のより一層の質の向上、関
係機関の連携の推進のため、「あい・
さかい・サポーター養成事業」などの
研修対象機関を拡大し、さらに「障害
児通所支援事業者育成事業」、「あい・
ふぁいる」の活用推進などの事業を重
層的に実施する。 

・引き続き「あいのーと」や、サービス
に特化したパンフレットによる情報提
供を行う。 

・「医療的ケア児等支援懇話会」におい
て、コーディネーターの養成及び配
置、医療的ケア児の実態やニーズの把
握について検討する。 

 

 

 


